
【空き部屋状況】

各事業所からのお知らせコーナー

＜有料老人ホーム＞

１人部屋： ２部屋

２人部屋： １部屋
※２０２６年 １１月現在

＜訪問看護（在宅）＞

曜日時間によりますが、

空き状況があります。

まずはご連絡ください。

訪問看護ステーションよつ葉

「令和８年度医師による遠隔での死亡診断をサポートす

る看護師を対象とした研修会」を受講しました。医師に

よる対面での死後診察が望ましいとしながらも、様々な

事情により医師の死後診察を受けることが難しく、ご本

人ご家族の希望に沿うことが困難な場合があります。そ

のような状況で医師の死亡診断をサポートすることで看

取りケアの一環として、ご本人とご家族の意思を尊重し、

望む場所で最期まで自分らしく生きる事、そして尊厳あ

る看取りにつなげるための一つの選択肢になる為の研

修でした。研修受講により得た学びを今後生かしていき

たいと思います。

よつ葉新聞

～第23号 2026年11月～

【お問い合わせ】
TEL：0979-22-4428
FAX：0979-24-4280
Mail：info@kaigo-yotsuba.com
住所：大分県中津市大字

永添2636番地114

【ホームページ】

当 施 設 の ホ ー ム ペ ー ジ と

InstagramのQRコードです！

是非ご覧ください！

【Instagram】

【お知らせコーナー】今回担当者：よつ葉施設長

居宅介護支援事業所よつ葉
よつ葉では、ご家族と一緒に外出や外泊を楽しまれるご

利用者様もいらっしゃいます。この春に入居された方の

ご家族様から「入院生活が長く、自宅に戻れていないた

め、一度連れて帰りたい」とのご希望がありました。外

出に向けて、福祉タクシーの予約や車椅子の見直し、ご

自宅の段差への対応など準備を進め、10月の晴れた日に

外出が実現しました。ご自宅では仏壇に手を合わせ、ご

友人と再会し、帰りにはコスモスも楽しまれたそうです。

ご家族も外出で自信がついたと話されていました。これ

からも、ご利用者様の思いに寄り添い、施設での生活を

お手伝いしてまいります。

デイサービスセンターよつ葉
今月のデイサービスでは、3名のご利用者様のお誕生日会

を行い、皆様と一緒にお祝いしました。また、季節の制

作活動では、折り紙やお花紙を使って菊の花を作りまし

た。色や形を工夫しながら、秋らしい作品づくりを通し

て、季節を感じる時間を楽しんでいただきました。

今月は職員を対象とした入浴研修も実施しました。安全

な介助方法について改めて学び、ご利用者様が安心して

入浴できる環境づくりに取り組んでいます。これからも、

季節を感じられる活動や日々の交流を大切にしながら、

ご利用者様が安心して楽しく過ごせるデイサービスを目

指してまいります。

ヘルパーステーションよつ葉

高齢者施設で働いていると、ご入居者様の看取りに携わ

ることがあります。私たちが関わるのは、その方の長い

人生のほんの一部分かもしれません。しかし、皆様お一

人おひとりに歩んでこられた道のりがあり、ご本人やご

家族の思いや願いもそれぞれ異なります。その一つひと

つが、かけがえのない大切なものだと感じています。私

たち職員も、人生の最期に寄り添う伴走者として、ご本

人様やご家族様の思いを尊重し、お別れの悲しみに寄り

添いながら、その方が歩んでこられた人生に敬意を払い、

ご家族やご親族とともにお見送りできればと思います。

近年、AI（人工知能）やロボットなどの最新技術が、テレビや新聞でも取

り上げられています。特にAIの進歩は目覚ましく、暮らしを便利にする一

方で、悪用によるトラブルなど、好ましくない形で話題になることもあり

ます。しかし、大切なのは、こうした技術をどう活用していくかだと思い

ます。介護の現場でも、記録の作成や事務作業など、技術を活用すること

で負担を軽減できる場面は少なくありません。業務を効率化することで、

職員がご利用者様とお話しする時間や、小さな変化に気づく余裕を増やす

ことができれば、技術を取り入れる意味はとても大きいと感じています。

もちろん、便利だからといって何でも置き換えるのではなく、技術に任せ

られるところは上手に任せて活用し、人と人との関わりにはしっかりと時

間をかける。そんな考え方を大切にしながら、より良い施設づくりに取り

組んでまいります。

入浴研修で、安全安心な入浴を！

お問い合わせやご相談等ございましたら、お気軽にご連絡ください！（電話、FAX、メール可能）

お誕生日おめでとうございます！

mailto:info@kaigo-yotsuba.com

